
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

会
場　
本
館
講
堂

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/

電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくツイッター　http://twitter.com/MINPAKUofficial

み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
4

東
ア
ジ
ア
展
示
が
あ
た
ら
し
く
な
り
ま
し
た
! !

朝
鮮
半
島
の
文
化
・
中
国
地
域
の
文
化
・
日
本
の

文
化
「
沖
縄
の
く
ら
し
」「
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」

の
展
示
が
新
し
く
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
!

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会

「
台
湾
映
画
鑑
賞
会

―
映
画
か
ら
台
湾
を
知
る
」

上
映
の
前
に
は
映
画
の
内
容
に
関
連
し
て
台
湾
社
会

や
歴
史
経
験
に
関
す
る
解
説
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時　

5
月
6
日
（
火･

振
休
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

「
超
級
大
国
民
」

二
二
八
事
件
と
そ
の
後
の
政
治
的
弾
圧
に
む
き
あ
っ

た
台
湾
の
人
び
と
。

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

※
当
日
11
時
30
分
よ
り
東
ア
ジ
ア
展
示
場
に
て
展
示

解
説
あ
り
。

◆
展
示
場
ク
イ
ズ「
み
ん
ぱ
Q
」

中
国
地
域
の
文
化
編　

5
月
27
日
（
火
）
ま
で

主
催　

産
経
新
聞
社

特
別
協
力　

国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
里
文
化
財
団

※
要
事
前
申
込
（
申
込
締
切
は
各
回
開
催
日
の
1
週

間
前
）、
参
加
費　

各
回
4
9
4
0
円

5
月
14
日
（
水
）
講
師　
福
岡
正
太
（
本
館 

准
教
授
）

霊
と
交
流
す
る
楽
器
、
ゴ
ン
グ
の
今

5
月
21
日
（
水
）
講
師　

池
谷
和
信
（
本
館 

教
授
）

美
し
さ
を
も
と
め
て
―
ビ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
人
類
の
旅

5
月
28
日
（
水
）
講
師　

野
林
厚
志
（
本
館 

教
授
）

美
麗
島
の
手
し
ご
と
―
台
湾
の
伝
統
刺
繍

カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
み
ん
ぱ
く
見
学
ツ
ア
ー

新 

中
国
地
域
の
文
化
展
示

日
時　

5
月
9
日
（
金
）
11
時
〜
13
時
30
分

集
合
場
所　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

講
師　

横
山
廣
子
（
本
館 

准
教
授
）

「
中
国
ム
ス
リ
ム
「
回
族
」
の
信
仰
と
暮
ら
し

―

雲
南
省
大
理
か
ら
」

※
要
事
前
申
込
、
参
加
費
2
0
0
0
円
（
観
覧
券
、

食
事
代
含
む
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ェ
ー
ブ
産
経
カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
係

電
話　

0
6
・
6
6
3
3
・
9
0
8
7

●
研
究
公
演
、
映
画
会
等
参
加
方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
、
研
究
公
演
、
み
ん
ぱ
く
映
画
会
、
み
ん

ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ
に
ご
参
加
い
た
だ
く
際
、
当

館
の
観
覧
券
の
ご
提
示
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
み
ん
ぱ
く
フ
リ
ー
パ
ス
、
国
立
民
族
学
博
物

館
友
の
会
会
員
証
、
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
の
学

生
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、

観
覧
券
は
不
要
で
す
。

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

5
月
5
日
（
月
・
祝
）
の
こ
ど
も
の
日
は
、
本
館
展

示
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
自
然
文

化
園
を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17

時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

企
画
展

「
み
ん
ぱ
く
お
も
ち
ゃ
博
覧
会

―
大
阪
府
指
定

有
形
民
俗
文
化
財『
時
代
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』」

会
期　

5
月
15
日
（
木
）
〜
8
月
5
日
（
火
）

国
内
の
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
最
大
規
模
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
で
す
。
日
本
の
玩
具
史
の
概
要

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
マ
イ
ネ
ー
ム・
イ
ズ・
ハ
ー
ン
」

9
・
11
テ
ロ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
葛
藤
と
勇
気
を
描
い
た
作
品
を
通
し
て
異

文
化
に
生
き
る
人
び
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

5
月
31
日
（
土
）
13
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

※
当
日
11
時
よ
り
南
ア
ジ
ア
展
示
場
に
て
展
示
解
説

あ
り
。

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム　
J
I
C
A
委
託
事
業

国
立
民
族
学
博
物
館　
博
物
館
学
コ
ー
ス

「
世
界
の
博
物
館
2
0
1
4
」

4
カ
国
10
名
の
博
物
館
専
門
家
が
、
博
物
館
の
活

動
や
課
題
を
報
告
し
な
が
ら
、
互
い
に
問
題
点
を
共

有
し
、
検
討
し
ま
す
。

日
時　

5
月
31
日
（
土
）
13
時
〜
17
時
15
分

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
70
名
）

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料

申
込
締
切　

5
月
23
日
（
金
）
必
着
（
先
着
順
）

お
問
い
合
わ
せ
先

研
究
協
力
課
国
際
協
力
係 

博
物
館
学
コ
ー
ス
事
務
局

電
話　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
2
5
0

み
ん
ぱ
く
創
設
40
周
年
記
念  

カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー

「
喜
味
家
た
ま
ご
の
地
球
探
究
紀
行
」

研
究
者
が
撮
影
し
た
世
界
各
地
の
記
録
映
像
と
研
究

者
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
。
近
鉄
百
貨
店
な
ら
で
は
の
美

味
し
い
お
弁
当
付
き
。

時
間　

11
時
〜
13
時
30
分

会
場　
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
館
「
ス
ペ
ー
ス
9
」

研
究
部
の
新
メ
ン
バ
ー
の
ご
紹
介（
4
月
1
日
付
）

松ま
つ

尾お

瑞み
ず

穂ほ 

准
教
授
（
先
端
人
類
科
学
研
究
部
）

新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化
学
部
准
教
授
を
経
て

現
職
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
殖
実
践

を
専
門
と
し
、
特
に
生
殖
医
療
技
術
の
文
化
的
受
容

に
つ
い
て
研
究
。
主
な

著
書
に
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
人
類
学

―
イ
ン
ド

農
村
社
会
に
お
け
る
不

妊
を
生
き
る
女
性
た
ち
』

（
昭
和
堂
、
2
0
1
3

年
）
な
ど
が
あ
る
。

吉よ
し
お
か岡
乾の
ぼ
る 

助
教
（
民
族
社
会
研
究
部
）

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
を
経
て
現
職
。

専
門
は
記
述
言
語
学
。
ブ
ル
シ
ャ
ス
キ
ー
語
、
ド

マ
ー
キ
語
と
い
っ
た
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
の
言

語
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
。

論
文
「A

 re
ference 

g
ram

m
ar of Eastern 

B
u

ru
sh

a
ski

」
に
て
、

2
0
1
2
年
に
博
士
号

を
取
得
。

国
立
民
族
学
博
物
館
創
設
40
周
年
記
念　

日
本
文
化
人
類
学
会
50
周
年
記
念

「
イ
メ
ー
ジ
の
力
―
国
立
民
族
学
博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
」

迫
り
く
る
力
、
驚
き
と
の
出
会
い
、
こ
の
ア
ー
ト
を

体
験
し
よ
う

会
期　

6
月
9
日
（
月
）
ま
で

会
場　
国
立
新
美
術
館　

企
画
展
示
室
2
E
（
東
京
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

「
渋
沢
敬
三
記
念
事
業 

屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館

―A
ttic M

useum

」

会
期　

5
月
6
日
（
火
・
振
休
）
ま
で

会
場　
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

第
4
3
2
回　

5
月
17
日（
土
）

多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
の
い
ま

―
特
別
展
か
ら
10
年

講
師　
庄
司
博
史（
本
館 

教
授
）2

0
0
4
年
3
月
特
別
展

「
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」
が
み

ん
ぱ
く
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

外
国
人
の
急
増
に
よ
り
単
一
民

族
社
会
と
い
わ
れ
た
日
本
の
大

き
な
変
化
を
予
兆
す
る
展
示

で
し
た
。
10
年
後
の
今
年
3

月
本
館
展
示
に
「
多
み
ん
ぞ

く
ニ
ホ
ン
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
経

済
不
況
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
多
く
の
試
練
を
へ
て
日
本
は

外
国
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

人
種
差
別
デ
モ
に
対
し
て
催
さ
れ
た

反
差
別
デ
モ
（
2
0
1
3
年
大
阪
　

藤
井
幸
之
介
撮
影
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
3
2
回　

6
月
7
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
新
展
示
関
連
】

多
み
ん
ぞ
く
の
街
・
新
大
久
保
と
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
産
業

講
師　
菅
瀬
晶
子
（
本
館 

助
教
）

新
大
久
保
が
多
み
ん
ぞ
く
の
街
と
な
っ
た
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
近
年
も
っ
と
も
活
気
の
あ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
横
丁
」
に
注

目
し
ま
す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
沿
っ
た
食
べ
物
で
あ
る
ハ

ラ
ー
ル
フ
ー
ド
。
こ
れ
を
め
ぐ
る
産
業
は
、
こ
の
街
で
い
か
に
し

て
花
開
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
の
サ
ン
プ
ル
を

手
に
と
り
な
が
ら
お
話
し
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
ま
じ
え
た
１
時
間
程
度
の
懇
談
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。

第
4
3
3
回　

7
月
5
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
新
展
示
関
連
】

ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
と
教
育

講
師　
日
髙
真
吾
（
本
館 

准
教
授
）

　
　
　
呉
屋
淳
子
（
本
館 

機
関
研
究
員
）

東
京
講
演
会

会
場　
モ
ン
ベ
ル
渋
谷
店
5
Ｆ
サ
ロ
ン

定
員　

60
名
（
要
申
込
）
※
一
般
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

第
1
0
9
回　

6
月
28
日
（
土
）　

14
時
〜
15
時

梅
棹
忠
夫
の
モ
ン
ゴ
ル
調
査
を
た
ど
る

講
師　
小
長
谷
有
紀
（
人
間
文
化
研
究
機
構 

理
事
、
本
館 

教
授
）

現
在
、
民
博
で
は
梅
棹
忠
夫
の
の
こ
し
た
資
料
を
整
理
し
、
梅
棹

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
公
開
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
モ
ン
ゴ
ル
調
査
は
、
彼
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の

で
し
た
。
克
明
な
記
録
の
数
々
を
整
理
す
る
楽
し
さ
、
そ
の
調
査

ル
ー
ト
を
実
際
に
た
ど
っ
た
旅
の
途
上
で
の
出
来
事
を
お
話
し
し

ま
す
。
併
せ
て
梅
棹
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
レ
プ
リ
カ
も
お
見

せ
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
ま
じ
え
た
１
時
間
程
度
の
懇
談
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。

第
84
回
民
族
学
研
修
の
旅

梅
棹
忠
夫
の
モ
ン
ゴ
ル
調
査
を
た
ど
る
旅

―
中
国
内
モ
ン

ゴ
ル
の
草
原
と
史
跡
を
ゆ
く

9
月
8
日
（
月
）
〜
14
日
（
日
）　

7
日
間

※
旅
の
詳
細
は
「
友
の
会
」
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン
　

研
究
者
と
話
そ
う

会
場　
本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

時
間　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

本
館
の
研
究
者
が
来
館
さ
れ
た
皆
様
の
前
に
登
場
し
ま
す
！

「
研
究
に
つ
い
て
」「
調
査
し
て
い
る
地
域
（
国
）
の
最
新
情
報
」「
展
示
資

料
に
つ
い
て
」
な
ど
、
話
題
や
内
容
は
実
に
多
彩
。

ど
ん
ど
ん
質
問
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
展
示
場
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

5
月
4
日
（
日
）

話
者　
樫
永
真
佐
夫
（
本
館 

准
教
授
）

話
題　

ベ
ト
ナ
ム
、
黒
タ
イ
の
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
60
年

5
月
11
日
（
日
）

話
者　
横
山
廣
子
（
本
館 

准
教
授
）

話
題　

雲
南
省
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
展
開

5
月
18
日
（
日
）

話
者　
南
真
木
人
（
本
館 

准
教
授
）

話
題　

在
留
ネ
パ
ー
ル
人
の
現
在

5
月
25
日
（
日
）

話
者　
杉
本
良
男
（
本
館 

教
授
）

話
題　

イ
ン
ド
映
画
の
新
時
代

第
4
3
3
回　

6
月
21
日（
土
）

現
在
進
行
形
の
海
外
移
民

―
韓
国
を
去
り
ゆ
く
人
び
と
の
胸
の
う
ち

講
師　
太
田
心
平（
本
館 

准
教
授
）朝

鮮
半
島
の
外
に
暮
ら
す
コ
リ

ア
ン
は
、
い
ま
や
7
5
0
万
人

以
上
。
し
か
し
、
韓
国
に
お
い

て
移
民
と
い
う
行
為
は
、
け
っ

し
て
昔
の
話
な
ど
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
日
で
も
、
毎
年
、
人

口
の
0
・
3
％
以
上
も
の
人
び

と
が
、
外
国
へ
と
移
民
し
て
い

き
ま
す
。
人
び
と
は
ど
う
し
て

韓
国
を
去
ろ
う
と
す
る
の
か
、

近
年
の
調
査
研
究
を
も
と
に
お

話
し
し
ま
す
。

2
0
1
3
年
に
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た

「
移
民
博
覧
会
」（
金
桂
淵
撮
影
）

刊行物紹介

■小田博志、関雄二 編著
『平和の人類学』
法律文化社　2,400円（税抜）
草の根の人々がいかに「平和し
ている」のか。この問いに人類
学的にアプローチすることが
本書の目的である。国家や国際
社会とは異なった次元で、平和

的なつなが
りを形成す
る人々の多
様な能力を
明らかにす
る。

■平井康之、藤智亮、
　野林厚志、真鍋徹、
　川窪伸光、三島美佐子 著
『知覚を刺激するミュー
ジアム』
学芸出版社　2,300円（税抜）
体感し、思考したくなる展示と鑑賞
の最前線へ。コミュニケーションが

生まれ、知覚を
刺激する場を
創造する、これ
からのミュー
ジアムのつく
りかた。

※国立民族学博物館ミュージアム・ショップの記事は、表紙うらに移りました。
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